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　本研究は、抑うつ状態の大学生および専門学校生の認知的・行動的特徴を明らかにすることを目的とした。The 
Center for Epidemiologic Studies Depression Scale（CES-D）日本語版の得点が 16 点以上の学生を抑うつ状態にあ
る学生と定義した。抑うつ状態の大学生および専門学校生の 209 名（男性 70 名、女性 139 名、平均年齢 19.69 ± 2.13
歳）が研究に参加した。研究参加者は、認知的特徴として抑うつスキーマ（ネガティブな信念）、行動的特徴とし
て Behavioral Inhibition System （BIS; 望ましくない刺激や罰から遠ざけようと行動を抑制・回避するシステム）お
よび Reward Responsiveness（RR; 報酬への感受性）に関する質問票に回答してもらった。クラスター分析の結果、
認知の歪み・能動的回避傾向群、行動活性群、報酬反応低群、認知の歪み・受動的回避傾向群、認知の歪み低群の
5 つの群が見出された。認知の歪み・受動的回避傾向群は、他の 4 群と比較して、CES-D 得点が高かった。よって、
抑うつ状態の大学生の認知的・行動的特徴は一律ではなく、多様であることが示唆された。
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　This study aimed to identify cognitive and behavioral characteristics in college and vocational school students 
with a depressive state. In the study, a student is defined to exhibit a depressive state if s/he scores 16 or 
higher on the Japanese version of the Center for Epidemiologic Studies Depression （CES-D） scale. Two hundred 
and nine college and vocational school students participated in this study. The participants completed paper-
based questionnaires on depressed schema （negative beliefs）, Behavioral Inhibition System （BIS; a system that 
suppresses and avoids actions to prevent undesirable stimulation and punishment）, and Reward Responsiveness 
（RR; susceptibility to reward）. The following five clusters were extracted from the results of the cluster analysis: 
Distorted Cognitive/Active Avoidance Tendency, Behavioral Activation, Low Reward-Responsiveness, Distorted 
Cognitive/Passive Avoidance Tendency, and Low Distorted Cognitive tendency. Distorted cognitive/passive 
avoidance tendency scored higher on the CES-D than the other clusters. Therefore, the results suggested that 
cognitive and behavioral characteristics of college students in a depressive state are not uniform and vary in 
terms of their cognitive and behavioral tendencies. 
Keywords: depression, college and vocational school students, depressed schema, behavioral inhibition system, 
reward responsiveness
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マ、 行動的要因には Behavioral Inhibition System（以
下、BIS とする）および Reward Responsiveness（以
下、RR とする）がある。抑うつスキーマとは、個
人がもつ、一貫したネガティブな信念である（Beck, 




（Beck et al., 1979）。ストレッサーとは、身体的ある
いは心理的に影響を及ぼす状況や刺激のことである
（Spielberger, Gonzalez, Taylor, Anton, Algaze, Ross, 
& Westberry, 1979）。BIS は、不快な出来事や罰を
受けないように行動を抑制・回避するシステムであ
る（Gray & McNaughton, 2000）。BIS が高い人は、
低い人と比較して、不快な出来事に対し、行動をし
ないことで回避する受動的回避を行いやすい（Gray 
& McNaughton, 2000）。RR とは、報酬への感受性
のことである（高橋・山形・木島・繁桝・大野・安藤 , 
2007）。RR が低い人は、報酬となるような刺激を
感じられず、抑うつが強まる（Gable, Reis, & Elliot, 
2000）。Amodio, Master, Yee, & Taylor （2008）によ



















よび BIS が弱く、RR 得点のみが高いといった、行
動活性を示す群である。認知の歪み・能動的回避傾
向群は、抑うつスキーマ、BIS、および RR の全て





























生を操作的に The Center for Epidemiologic Studies 
Depression Scale 日本語版（CES-D; 島・鹿野・北村・





　調査は東北地方にある公立大学 1 校、専門学校 1
校、および九州地方にある私立大学 1 校で行われた。
大学生 257 名および専門学校生 218 名から回答を得
た。このうち回答に不備が認められなかったのは
大学生 244 名、専門学校生 210 名の計 454 名（男性
178 名、女性 276 名、平均年齢 19.53 ± 1.61 歳）であっ
た。この中から CES-D（島他、1985）の得点が 16
点以上の計 209 名（男性 70 名、女性 139 名、平均























での 4 件法である。CES-D 日本語版は、島他（1985）
によって高い信頼性と妥当性を有することが確認さ
れている。得点が高いほど、抑うつが強い。
　抑うつスキーマ　日本語版 Dysfunctional Attitude 
Scale-24（DAS-24 ;  Taj ima, Akiyama, Numa, 





までの 7 件法で行う。日本語版 DAS-24 は、Tajima 
et al. （2007） によって高い信頼性と妥当性を有する
ことが確認されている。得点が高いほど、抑うつス
キーマが強い。
　BIS/RR　Behavioral Inhibition System/Behavioral 

























出した。相関係数の解釈は、¦r¦ ≧ .10 で弱い相関、





















RR および BIS（r=.18-.28, p<.01）の間には弱い正の
相関が示された。また、CES-D と DAS-24、ストレッ









クラスター 1 は、DAS-24 得点、BIS 得点、およ
び RR 得点がすべて高かった。よって、クラスター
1 は認知の歪み・能動的回避傾向群と命名した。ク
ラスター 2 は、DAS-24 得点は平均程度だが、BIS
得点が低く、RR 得点が高かった。したがって、ク
ラスター 2 は、行動活性群と命名した。クラスター
3 は、DAS-24 得点、BIS 得点、および RR 得点が低かっ
たが、RR が低いことは、報酬への感受性が乏しい
ことを意味するため、報酬反応低群と命名した。ク
ラスター 4 は、DAS-24 得点および BIS 得点が高く、














Mean SD 1. 2. 3. 4. 5. 
1. 抑うつ 24.67  6.90 － 
2. 抑うつスキーマ 96.81 17.56 .34** －
3. ストレッサー 55.46 19.06 .45** .32** －
4. BIS 22.09  3.99 .31** .28** .30** －
5. RR 12.31  2.21 -.14* .18** -.00 .04 －




注）BIS: Behavioral Inhibition System, RR: Reward Responsiveness，クラスター1: 認知の歪み・
能動的回避傾向群， クラスター2: 行動活性群， クラスター3: 報酬反応低群， クラス














注） BIS: Behavioral Inhibition System, RR: 
Reward Responsiveness，クラスター 1: 認
知の歪み・能動的回避傾向群， クラスター
2: 行動活性群， クラスター 3: 報酬反応低群， 
クラスター 4: 認知の歪み・受動的回避傾向
群， クラスター 5: 認知の歪み低群。
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抑うつ得点 26.18(6.88)b 21.96(6.78)b 22.88(5.84)b 30.03(7.11)a 21.15(3.53)b 
注）数値は平均（標準偏差）を示す，右肩のアルファベットの違いは抑うつ得点に有意な差があることを示す (p<.05)。
　表２　各クラスターの抑うつ得点
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　The major point of this task that I want to describe is as follows.　Where do social workers look for the grounds 
for drawing social work practice?　Are they something that social workers can find in the "theories, methods, etc." 
stored in their own heads?　Or do they look for them in a plain understanding based on the context of "practice 
<<here and now >>," while using "theories, methods, etc." as a tool?　In other words, "whether theories control 
practice or the other way around" is the question whose answer should be determined here.
Keywords：situated actions  gap between theories and practices　 now and here　 seen-but-unnoticed
Practice Controls Theory, not the Other Way around.






― ソーシャルワーカーが「≪いま― ここ≫における実践」に対する能力へ覚醒すること  ―
